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湯一．tt樋．本．の貨物自動車

　　　　　　　　　　　　　　　　　　李　＼尾　　　　牧・』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　楊騨工熱熾銭の日本rcarされ描2≧縞度の按

　　楕を必要とする綜合的工業の一つであるから∫今後工業

一i：1、1一函とむて立つていこうとする寅本としては，どうしても

へ．’獲展させる必要があるがそれには外國製の車にぐらぺて．

ンs　少しもひけをとらない性能を持つた車をつくつて轍鵠し
一　・一幽

ﾈければならない．しかし職後の多くの困難に直面して

「　’いるわが國の現朕では，これは容易なことではなく，現

：　　在め國産車の特鐵はますますのばし，その鉄貼をとり除

　　　くことに努力しなければならない．それには自動車とし

ビ．、て麗ん継脚塑ましいのか・いV・かえれ自動車の鼻，

　　　より，敷人によつて異つてくるはずである・例燃米　　　　瞬畷灘磯械郷　　　．、
、　＼國のようにガソリソの聾富な國と，漱州の諸國または日　　　條件の下で使用するかを明らかにしなければならない・

．1　一一本のようなガソリソの視がち姻とでは鋤車の灘　 第一のどん姻鞭用する躰というごとは調えザ

．鵜ﾁ鶯叢鍮諺霧羅二釜撚あ　雛皇鴉嵩禦潔縣蓬藻欝玄葛纂隠
・’ 宙ｱ少多くても使儲にとつてe：それほど大き爾．た舗の量は雁の場合が多いか・というゆなことガr

　　　題ではなく，むしろ自動車の良否は加速性・登坂力・使　　　次のどんな條件の下で使用さ拶るのかというのは，それ’

　　　いnさとかい湘の雌によつて定まる・ガソリソの不　が走る道路は・どんな道であるのか・tnその交通量は・・

　　一、足がち姻ではこれと大い腺情礒つてくる，ま胴　その走腿館・等というこ顔ある・これらのことes’　“’1’“－

1：・巽鑑鷹認難議ζソ譲羅　尋鰹護論灘窪1獣繍蕊欝、”
　　　つ塒代と現在のように嬬醐限さkt・時代とでは・．どんな車がもつとも躰髄し蝉であ砂とい弧どλ
　　　蝋の鞭量にSUる叡芳がまる礫わつてくるわけ　糊ら旅なつているわけで｝Sないが・わが國の商嚇”t

　　　である．ま姻じ現在の躰でも初用vavこよつてもか　の馳が割合に小さ一“〈　pその飾：多いこと・撹路醸ン

　　　・な獲わつてくる．例えば雌で主として使用する人は　く綴ができていないこと・比較的雌趨いこと・當1

　　　多少燃料を喰つても登坂力の大きい方がよい9いったよ　　　分の見透しとして燃料事情が極めて窮屈なこと等かち考／・　－

　　　b一にそれ鞭用する人によつてそれ唄つてくる・この　えて燃縮盤の少Ve　es坂力の大きな瀬丈な侮㍑

　．　上うにアメリカセもつともよいとされる車が必ずしもわ　　　まり大型でない車が主として要求されるというのがs’．大。．，、一

　　　が國において最上のものとはいえず，また昭和12～13年　　re－一般の一致しk見方であるようだが・このようにいつ．

　　　頃躰で大いに齢れ煉が調在でもあが國に適した　ても欄蔽量を極蜘・減らそうと勉ば嫡が鵬く∫

ジ車であるとほいえないのである．またAという人にどつ　なり澄坂力は低下し継性偲くなるし諒燈坂’・・、’

　　　て齪す嬉車でもBにとつては必ずしも完全陣では　力をncaSrc大きくすれ燃料議量囎す結果になり・t　・　－t

　　　ない．このようなことが起るの｝さ，自動車腰求される　ま噸丈たするといつても・そのだめ陣の自重が轡．N

㍉・ろいち雄能，倣ば濾料韻量繭齢鵬遽　ぱ・燃舗蝿や澄坂力に偲羅をおよぼし・隷1
　　　度諏撫の犠さ，粟礎，耐久力誼段・一等の内　maの麟嘱から棚御されてくるとい狽合で・㌢
　　　紀は互いに相容れない電のがあつてJ・・その内の一つを向　　　れらを適當に綜合しで全艘としてもつと電適したものど

　　　上はうとする融繊る醸難にしなければならな　するこ鵬なかな癒ずかしいこと稿る・だ⑳翫

　　　わ醐で繭鱒をどんな離飾するP・，・難どんな　飾らipいか∫韻ま錨つても惑わづ蓼勧嫉、

㌦一蘇藩、ゼ∫鴎．計．気鼠、こ憾、・擁　　・『∴、輪一国烹、、壕認こら晶籔講



難勝譲鴫「麟1動：烈ヴダ｛二ニヅー／　　・貌∵い，ボ’掌τ箆ご襯震璽
一麺鋤報前よウもよ噛騨になつたといえると愚　『ソ身脇き訳・トはうて嫉さ紡樫車翻擁
いう．そこ礪在躰で註謹されている貨伽騨の性’眺の需黙多く將來の購霞騨の蝉泌輻と難s
　　　r能および諸元を自動車褻術會の賢親によつてみるとジ第　　　えられているものである・次の1～Qはいわゆるオ糊ト・

　　　1表および第2表のようになつてVrる．　　　　　　　　　　三輪車で，ダイハツ，マツダ・くろがね等われわれにな

　　　」．これらの雛職後躰の貨物自騨の質を翻する　じみ深いものである・最御二EおよびR～xは大型自

　　　ために，商工省の依頼により自動轍術會が主となり，　動車といわれる種類で・最大積載量が6t以上の大型車

　　　各生産會祉の協力の下に試験した結果で，試験方法は，　　　でr凱Eを除く他は全部ジPゼル車でU，V，　Yは験後

　　　日本標準規格の自動車試瞼法にほぱよつている．いまそ　　　出現したトレr－・・’ラトラヅクである．

　　　の主な総囎について試嚇法を齢こ翻すると，　第職第2表でHPt・Giと磁澄・・との關係をみ、，

　　　まず講を畑して，定地試臨蓮行鵡，rwma上　るとだいkいG・・　GpとL5α＝σ・の二つの直線ρ閥

　　　繊緻ぴ辮髄に鮒るこ肇できる・親鵡と．にある該たこれで小型車は畷的自重が重く・梱車〆∴

　　　、纏露藏灘隷雛譲叢簾蠕欝騨繍錨遠鰭鍵｝、。・
　　梢鶴識，力薩試験澱融鰍臨最4・購牛酬　灘量の厭等自動車のあらゆる性能からみてこのましゴ
　　　鷲を行うのがeemeである．蓮行識はその車種にmav　・・’eとであるから謝久力の馳でゆるし得る限蹴磁

　　　て，適當と思われる山坂を澱にもつた詮長約5・0粁　るくするように努力す66のである・弐に畷の最小画∵

　　　～・…粁のコe…スを撰んで行v・P顯，fi坂路の登坂　欝醗みると・A～Dの舗型で即5卿＆5m・＿・1
　　　・力，劉機，resemp，差動機等の澱上昇や故障鮪　F～Hの小型鵠車では5m前後・・1～Qの三輸鰍2出1・

　　　無ジ勲心勉取扱いの鵜滑油備費欝を瀧す　～3m・鯉藤鞭轍となつていて・三鱒がと仁r
　　　るの湘的である．こthの講を繊てカ・畷動灘　に騰鞭の小さいことカミ融瓜これ鷹聯の醗∵
　　，そのままの朕態で車から取り外し翼動機試験愚に粟せ，　　上の一一・・つの特徽といつてよいと思う・取締り規剣では・

　　　キの霞力および燃料潰費量が試験前と攣化しているかど　　　12m以下の回韓牟径をもつていればよいことに奉フてrこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる力楠噸のように麟がせまく慮な曲埆の多藩1　－．うかを穣する肇よ試験を行い，これがすむと獲動機およ

　　瘤鞭の簸な部分詮紛解して蓮動部分嘱機　いところでは購輕の小さv・こと購礪獅ある・㌧

　　　損藩、蓑欝極響騰慧：二。サ嚢灘雛鍍書灘輩灘饗呈猫綾

　　　副藪観潔量畿と轡駕1専憲嚢鵬ζ嘉、窺三謙鷺至；2？誇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラトラ。クで10t6蔦の積載酒

　　　　　　　　　　　　第壊鵬貨伽動車の性能　　　　　量鮪す歓型車⑱るが臥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輔孚径醤AッDの：普通車とほ　　憩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ぼ陣様にな）ている．一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一次の加速度は20km／hr．の　．・2・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一定速度で走つているときの㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騰かち・継ペダルを蝉…∴・葺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　踏みこんで慧加速した場合り　　∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加速しはじめてから20魚進・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　襯の鞠加澱を示し属、．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので，自動車の加速性能の一一’謡1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部を表わして1いるものであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．　1～Q¢）1－　e－　’ト三輪車が　　　rt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もつ紬加澱が大きく，藩1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通車，小型国輪車，大型車の　　㌶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順になつている．この却速憐　1
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　　　　　　漏蟻蓬機｝ま最高i速（トッヅギヤ）にして20km！hrの蓮度で遷行中に魯加遼し，そのときから

　：t　　　　2eOm走欄の鞠蝉崖　　ヒ　’　　　　．

lgl慶置嘱ごさ・爵陛．賦．、筑，．｝ξで、∴罫諭∫』、一．1　’：．一∴

能は，護動機の氣筒容穣，勘

力傳達襲置の歯車比，車輪の

直健，自動車の重量によつて1・

ほぼ定まる喝のである炉謬ゾ壽

t、・ 諛d…気讐．，　wa

　　　　　　　　　　　　　驚



艶．、、y・：＾ご　　’…／t∫琶貸　’；：勉砺：’・一ズ蝋∫こ：㌧．

　　　　　・鰺　二』ジ＼∴∫口｛㌶1’！：’　・　’p

認　罰肇轍ではヒ酬・靴駒性鰍よク燐灘大
　　　　きく左右きれる．一それは自動車を急に加速する場舎に

　　　　は，護動機の回轄敷は刻々増し，したがつてそれに懸じ

　　　　て燃料の供給量屯増レしてやらなければならないが，氣化

　　　器にとつてはこれはなかなかむずかしいことで，とかく

fr難窒灘奪難望警蕩容書轟癬蔓震

賊．　　者ず，はなはだしい場含には獲動機はどまつてしまうこ

　　　　とiある．こ¢珈遽性の大きな車は使用春にとつては罪

　　　常に使いやすい自動箪で，後述する燃料消費奉とともに

　　　自動車の亀つとも重要な性能の一つである．

　　　　次は最高速度であるが，第1表に見るように屯つとも

　　　幽るもので80　km／hr．を少しこす程度で，アメリカ等で

　　　は常に一100km／hr・以上の速度を使用していることを考

　　　えると日本の自動車は非常におそいという感じを持たれ

　　　ゐ方が多いと思うが，わが國の現状ではこの程度の最高

　　　速度を使用することもまずないといつてよく，普通はだ

　　　いたい50km／hr．以下でありとくにトラックは20～30

　　　km／hr．一位いで走る場合がもつとも多いようである．こ

　　　れは後に述・ミる蓮行試験で数日にわたり，500km～1000

　　　kmの踵離を走つたときの卒均速度が，小型車で約30

　　　・ゆ伽譜通車で25・’km／h・…pkc型車で22km／h・擢度に

　　　なつたこおによつで實讃される．この蓮行試験のときの

　　　蓮韓者は第一流の蓮韓手で，それがまず安全に走り得る

　　　限度の速度で走るのであるから（實際はしばしば同乗者

　　　は危瞼を感ずる場合があつた）實用としてはこれよりも

　　　つとおそい速度になつている．このことを考えると國内

　　　で使用するには，80km／hr程度の最高速度が出ればす

　　　でに充分であるといえるわけだが，輸出を考える場合に

　　．は大いに考慮しなければならないと思う．もつとも第1

　　　表の値は1000mの序走を使づた時の値であるから，も、

　　　つと序走路を長くと兼ば徴字はもう少し増大すると思う

　／　が，現在はそのように長い水卒な序走路のとれる道路が

　　　ない．　　　　　　”

　　　　次に惰行距離というのは20km／hr．の一定速度で走つ

「　ているときにクラ・チを切り，攣速機のレ，・一を粒の

　　　位置において，車が停止するまでの距離を蘭定したもの

　　　で，低速度（すなわち室氣抵抗のほとんどない場合）の

　　　走行抵抗を測るために行うものである．路面の歌況，タ

　　’イヤの室氣墜力の外に車軸々受の調整ジ最終減速歯車の

　　　調整，ブレーキの調整等に異常がある場合には，この惰

　　　行距離が異常に短かくなるので，これ等の異常を護見す

　　　る一つの手段と考えられている・卒均減速度∂は車が停・

　　　止するまでの亭均減速度で，初速と停止までの蹉離とか

　　　ら求めたもので，この値を重力加速度gL8m／5ec2で除し’

　　　たものが走行抵抗係鍛といわれる毛ので鋪襲道路での雫

　　　均値はほぼ0・012となる．

　　　　弐のブレーキ停止距離というのは35km／hr．の一定速

’　　12　　　r．　・

L㌦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノミ　．，、，∵，ご、．∴ゼ抽厨　一・鱒，髭：零、〈；．、．。、李離4

’㌃，づ／源ヅ掌唖蓬：1暴1鼠気∵繋
　ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，

Xで楚御て，あらがじ腱めら纏蜥で旗の合癖　・．Si

　よつて急ブZ・’・・一キをかけて，自動車炉停止するまでの距、

離を測つた庵ので，取締法規でほこの値が14m以下で　　　。、

　なければなら導とされている．この場合プレ｛キペタル．

は鱗手醍で踏む庸であうから，そゐカには臓が　・1
　あり普通150kgより夫きなガを幽すことは困難セある．

　けれどもプレt…キをかけはじあてから車がと凌るまでに　s“　焼

ブヒキが吸牧しなければならないエネ・岬一｝埠の質　　罵

量に比例するから，大型の重い車程14m以内で停止さ

せるのに困難を感ずるようになる．このことは第1表の

　プレ・・キ停止踵離が，F～Qの小型車では夫部分が10m　　　v

前後になつているのにR～Xでは14m以上になつてv，’

るものが見うけられるので庵わかる．しカSも小型車のブ　　　　‘

　レPキはもつとも簡軍な機械i弍のものであるが，普通車　　　　日

はオイルブレPキを用い，さらに大型車では，これに眞

室式増力装置をつtrfeり，塞氣ブレーキを使用したりし

て苦心しているのである．’ ｱのように眞室または蟹縮塞
氣堅力を使用し七足の力だけにたよらない方法をとれば

プレ・・キカをいくらでも大きくし得るわけであるから，

大型車にな？てもこタらないはずなのであるが，實際に

はこのような方式では，プレーキ操作をはじめてから，

蜜際にプレー・・一キがききはじめるまでに時間的なおくれが

生じ，このために停止距離がのびる結果になる．さてag’　－

1表によると，ブレーキ停止蹉離でもつと屯短いのはH　　　・

で7－7mとなつていて，その卒均減速度は6．14m／sec2　　　で．

すなわち約O・639＊となつている．この場合の車が停

止するまでの聞の車輪の状況麹察すると，プレー．、・eを　恵

かけはじめたほとんど直後に4輪とも旨ックしており，

タイヤと路面の間ですべているのがみとめられまる．ま　　　　、

た車の上に自記加速度計を躍定して，制動期間中の減速

度を記録すると第1圖のような曲線になり，アスファル

トの鋪装道路では，車輪のロックしている歌態で大鐙

O．7g前後の最大値を示す場合が多い．＊＊噛 @　　　　　“

　だからブレーキ：々は車輪をロックさせるに足るだけの』
　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
大きさがあれば夷分なので，それ以上大にしても停止霞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／〆　ド
！0

28

04

02

A　02　a4　060θ　IO～K214　Z6　t　20

時ra　sec

第1圏　制動期間中の減速度（A黙でプレーキ

　が効きはじあそれから1．7秒位で車は停止し

　それ以上後車の前後方向の振動が記録される；

゜　、：

＊重ヵ加遠度の大きさを軍位として測つtaもので，例えぽ0．5g乏嘘．

　動髄度の¢分の大きさの加蓮度または謙速度の雁娠す．
＊＊eの値はタイヤと踊の聞の摩縣歎によつて矯るのであるが，

　タイヤの空氣睡か，タイヤの表面の猷態（主とし℃麟耗の程度）路

　面の獣況溢度等によつてかなり攣化する．e．79の値1諺くの測

　寧傾の最大値に近い．　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　A　　、擁

》解

ザ

y諏恢

　　　　　　　　．∴・：、

．，：3嘉鄭、姦轟



難軸｝“殉∴㌧　鱈　一∵　　∴　　　：孔1．　場∵　㌃’　　し∫て㍉…　　　　　　　、．∵　．t．．　・y．、ヂ
誇航　　　繋39‘第2盤　1’　・　　　ご∫　　・や　　’・’　ド　…　　　　’・・ン紛’ノ
　　　　㍉　　’　　　　　　　　　・　　、　　　　　　　　　　　　　　、　　　　t　　’　　　　、　　・　，Ht・　’
　　　　難は短くなるわけではない．それより吃第1圃のA～B　　燃費の値を示した。定地試瞼は東濱第二國道の矢ilの濃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の間の時間を短縮することが重要な問題である．A～B　　　附近の4担なとこに1000mの測定颪聞を設けてJ・その

　　　　の間の車の速度はまだ初速度35㎞／hrにほとんど等し　　　匿間の往復の雫均値をとつた屯ので箪位はkm／lである

　　　　いと考えられるから9．7m／secすなわち0．1秒毎に約　　括孤丙はこれに車の総重量をtonで表わした数を粟じた

　　　　ユm「の割合で車は前進するから，A～Bの時間と曲線の　　　もので一種の敷牽を表わすものである．この表を見てす

　　　　形が停止距離に極めて大きな影響をもつことになる．　　　　ぐに了解されるように燃費をkm／1で表わすと大型車程　　＼

　　　　　最後に自動車の屯つとも重要な性能の一つとして燃料　　　その敷値が大でton－km／lで表わすと，大型車程その藪

　　　　消費牽がある．自動車の燃料消費牽は普通軍位容積の燃　　　値が大になつている．蓮行試験は山坂を適當にふくんだ

　　　　料で走り得る距離で表わナ第3表に國産貨物自動車の　　道路を5QO～1000k買i選んで試験しfe結果で，たとえば

　　　　　　　　　　　　第2表　燃料ue費牽km〃（t・nkm／1）　”　　　A～Eρコースは第3表に示ヤ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようすに総計1035kmであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．ただしこのときEだけ　　．

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は車が大型であるため第2慣

婦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目は別行動をとり東海道を名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古屋にもどり，翌3日目に名、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古屋から下呂へ入つて本豫と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合し，総計は1063kmとなつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た．この内本豫のコr・・一スでは

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全騰の約一割に當る109km

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばかりが上りで，同じく103

　　　t－．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k加が下り坂になつている・　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次のF～Hのコ”スは全長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　568　kmで約30’kmが上りで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69kmが下りとなつている・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1～Qのコースは全長519k颯
，藤

　　　　　　　　　　第3表蓮行試瞼の成績　　　　　　でその内61kmが上り，58　kmが下りとなつている・
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響

V，Xのトレt・・一ラーは東海道を金谷峠迄の往復コ”スを

とりそれぞれ全長520kmおよび530　k卑であ為・1　　、
　第2表の蓮行試験の燃費の数値で注目しなければなら　　　　・

ないのはヱF地における雫均の燃費と全コースの総平均の

燃費との間にあまり大きな差がないことである．すなわ

ちこれは上りと下とを李均すると，大膿卒地の燃費に近　　‘

い値になることを意昧する．また運行試験における乎均

燃費は，實地試験のそれの約7割前後の値になつている

がこれは主として道路歌況の影響によるものと思う．　－L

　以上で現在貨物自動車の性能試験として普通行われる

主な項目について，その試験方法と，試験結果について

概略を述べたが，その内最小回韓孚径と惰行距離とは，1

他の性能とはあまり深い關係はなく，とくに調整に異常

のないかぎり，問題になることはまずないといつてよ

い・まttブレーキ停止踵離はすでに述ぺたように総霊糞

と密接な關係があり，大型車ではとくに問題になること

もある・このブ叶キ性能は保舞極めて重要で，プレ

蜘割｛
’

声ノ

L

妻　一

脆蕊 ・”t @に㌧　　／，

…　seのききがわるかつたために重大な事故を起すことがご

しばしばある．プレー解D性能は設計上の問題でたとえ　　’t

ば足の力をどんな機講によつて時間的なおくれなく，擾

大してブV　”一　i？シユ　・一　VC傳える携またライニソグの林

　　　　　　ノ　’
　　　　　　／　　　　　　・’　　　13　・・

　　　々・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　」　　A　　　　　　．’e

　　　v，～’、．幽、隔。t－、t．：一　　’バ”　　一，．，．．　　　4



属　pa　‘，　　・乳　・
欝　銘蘭駿趨に脅硬癖ヲAの瀬講遣鼻・冷葡薄
　　瀕きな鵬嚇つている菟とは棚んでちるが憩
　　　欝の翻整耀躁髄めて重翼で，實用車ではこの調整，

　　　保守の良否で，プレーキ牲能が定まるとぴつでよ導・・　F、

　　　灘髄摩継衡辮囎費攣牌の総重母燭する
　　　護動機の大きさ，お£ぴ老の性能，また動力簿蓮機欝の

　　　薩陣地等のいわゆる自動車の動ガ系統の藷元，性能によ

　　　？て定まるもので，自動車本來の機能としてもつとも軍
　　　　　　　　L，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　要な屯のであるから，以下少しくわしくとれらの關係に

　　’ついて述べてみたい．　　　一．

　　　　い’ま自動車がVkm／hr．の速度で走つている場合に獲

　　一動機の出している出力は，そのときめ走行抵抗に打勝つ、

　　、tasめの臨罵力と丁度等しくなつているはずである・．こ

　　　ρ走行抵抗は水李な路面を一定遠度で走るときば弐の三

　　．りの要素から成つている．すなわち灘速歯車装置および

　　納後車軸等の機械的損失Ws＊タイヤが路面を韓るときの

　　・抵抗紛および塞氣抵抗吻の三つである．ζれらはい

　　Hずれも相営複雑な内容を持つた電のであるが，普通簡輩

　　年次のように考えて實用上充分とされている．すなわち

　　　　　　”5十Wr　＝＝　ptr　G　㎏…－r…一…・…一・（1）

　　　　　　　　wg　＝　ptlA　p　2　kg………　…・・。・・。………（2）

　　　ここに．Gr一自動車の総重量kg，　Ptr　＝ころがり抵抗係　．

　　　敏，A＝＝車の正面投影面積，　v＝箪の速度kmlhr，μ’＝

　　塵i氣抵抗係敦．

　　　　Ptrは道路の種類状況によりまたタイヤの種類やその

　　窒氣齪力によつても攣わり，μノは自動車の外形，風晦

．…一・J／ 煤c　’　畿蓬姦論戒麹
遷等によbて鍵わ勧が燃礪凝れそれ鄭護灘
に示すようになつている．第1表の惰行試験の結WEfi　6，。，

　　　　　　　　Ptr＝　bf・／9　　　　　　　　　　　・

　ただしbr・　：惰行試験のPt均試速m／seご『，　g諾璽力魏

蓮度．としてころがり抵抗系数μrを求ぬてみると

くこの場合低速度であるのセ塞氣抵抗は無観してV’ 驕j

第6表のようになるド路面はいずれも京濱第土國蓮の矢

第6蓑Ptrの値

一賞　助p車
A　　B C D E 珊 G． E

μρ’ ．0079．0078 ．0084 ．oo97 ．0080 ．0193 ．0292

自　動箪 I　　J K L’ M 貢 0 ，

μア
1榔姻：・124卜坤1151・・28國働

・・動車Q 早E国ulvw排
　　・・鰯Ωユ36棚副・1～1鯛㎜囎

口の渡附近の良好な鋪装道路であるのに，第9表では，

μ〆の値は0・008～O．03と相営大きい開きがあるが，こ

れは主として軸取けの調整ダ油止めパ17キソグの摩擦等

により前述のWsがかなり奨化するためであろうと思わ

れる．普通は第7表程度の値が標準とされている；＊

　　　　　　　　　　第7表

剛
。　第4表　μダの値畔

　　　　かわvtc粘土質の自1騨跨

　・　　　砂または石茨質の路面　　　　　　　　　◎
＃　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　薪しく敷い弛砂利路

　　　　夢入れ不良の石の多い路

　　　　手入れ良婦な石の多い路

　　　　敷石鋪装の遙1酪，遽度1．5m／sec

　　　　同上g”5．Om！sec
　　　’同1．良契撃な滝路，　　”　　1．5m！scc

　　　　同上，”5．Omlsec　　領、
　　　　木れんが鋪蝿路く卒坦な竜の）

　　　　聯石舗装の良姫な獣態の濫路　　　　　’

　　　　アスファルト鋪装の良好ZF滑な道路
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駐　i速度にkm／hrの翠位を用いるときは表の値を12：95で劇
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